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毎月15日は「道民交通安全の日」

平
成
24
年
度 

定
時
社
員
総
会 

会
長
挨
拶

�

公
益
社
団
法
人
　
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
　
会
長
　
南 

山
　
英 

雄

本
日
は
、
本
委
員
会
創
設
50
周
年
記
念
感
謝
状
贈
呈
式
及
び
社
員
総
会
に
あ
た
り
、

大
変
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の
方
々
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
何
か
と
お
忙
し
い
こ
の
時
期
に
全
道
各

地
か
ら
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
お
立
場
で
、
交
通
安
全
運
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

本
委
員
会
は
、
昭
和
37
年
２
月
16
日
に
創
設
し
、
本
年
50
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
先
程
、
総
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
本
委
員
会
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
対

し
、
50
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
北
海
道
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

只
今
は
、
感
謝
状
贈
呈
式
に
お
い
て
、
10
年
を
超
え
る
永
き
に
わ
た
り
本
委
員
会
の

役
員
と
し
て
組
織
の
発
展
に
ご
貢
献
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
交
通
遺
児
育
英
資
金
の

造
成
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
た
団
体
の
皆
様
及
び
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
長
期
間
達
成
市
町
村

の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交
通
安
全
の
普
及
啓
発
と
交
通

事
故
防
止
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
き
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
も
と
、
交
通
事
故
の
無
い
平
和
で

明
る
い
郷
土
北
海
道
を
築
く
た
め
、
会
員
で
あ
る
道
内
市
町
村
や
、
関
係
機
関
・
団
体

の
皆
様
方
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
名
実
と
も
に
充
実

し
た
住
民
運
動
推
進
団
体
と
し
て
、
交
通
安
全
道
民
総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
23
年
の
北
海
道
内
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、
平
成
22
年
の
２
１
５
人
よ

り
25
人
少
な
い
１
９
０
人
と
全
国
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
24
年

以
来
実
に
62
年
ぶ
り
に
２
０
０
人
を
下
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
、
関
係
者
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
多
く
の
道
民
の
皆
さ
ん
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
更
に
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
交
通
安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た
推
進

方
針
に
基
づ
き
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死
～
め
ざ
せ 

安
全
で
安
心
な
北
海
道

～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
高
齢
者
事
故
防
止
」「
自
転
車
走
行
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」「
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
」「
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
」「
飲
酒
運
転
根
絶
」「
居
眠
り
運
転
防
止
」

「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」
の
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
重
点
と
し
て
、
道
や
市

町
村
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体
等
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し

効
果
的
な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
皆
様
方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
し
て
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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創
設
50
周
年
記
念
感
謝
状
贈
呈
式

５
月
21
日
、
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
定

時
社
員
総
会
に
先
立
ち
、
当
委
員
会
の
創

設
50
周
年

に
あ
た
り
、

高
橋
は
る

み
北
海
道

知
事
か
ら

感
謝
状
が

南
山
英
雄

会
長
に
贈

ら
れ
ま
し

た
。

そ
の
後
、
永
年
に
わ
た
り
委
員
会
役
員

と
し
て
組
織
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
11
名
、

交
通
遺
児
育
英
資
金
の
造
成
に
貢
献
さ
れ

た
５
団
体
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
長
期
間
達

成
市
町
村
の

泊
村
、
現
在
、

道
内
で
交
通

事
故
死
ゼ
ロ

を
最
も
長
く

続
け
て
い
る

西
興
部
村
の

２
村
に
感
謝

状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
24
年
度
定
時
社
員
総
会

平
成
24
年
度

定
時
社
員
総
会

が
５
月
21
日
、

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
札
幌
で

開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立

ち
、
交
通
事
故
に
よ
り
尊
い
命
を
失
わ
れ

た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

南
山
英
雄
会
長
の
挨
拶
の
後
、
多
田
健

一
郎
副
知
事
、
喜
多
龍
一
道
議
会
議
長
、
鳥

井
優
二
道
警
本
部
交
通
部
長
に
ご
挨
拶
い

た
だ
き
、
ま
た
、
御
来
賓
の
戸
沢
孝
一
道
教

育
委
員
会
教
育
次
長
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

次
に
、
渡
邉
修
北
海
道
交
通
安
全
指
導

員
連
絡
協
議
会
会
長
を
議
長
に
選
任
し
、

平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

報
告
が
あ
り
、
続
い
て
平
成
23
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
、
監
査
報
告
、
及
び

定
款
の
一
部
変
更
の
件
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
は
役
員
改
選
期
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
理
事
30
名
と
監
事
２

名
の
候
補
者
名
が
、
一
人
ず
つ
紹
介
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
第
２
回
理
事
会

で
、
下
記
の
新
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会�

�

役
員
の
新
体
制

◇
会　
　
　

長�

南　

山　

英　

雄

◇
筆
頭
副
会
長�

中　

村　

照　

男

◇
副　

会　

長�

高　

橋　

道　

夫

�

及　

川　

コ　

マ

�

山　

口　

幸
太
郎

�

川　

代　

義　

夫

◇
理　
　
　

事�

吉　

成　

真　

吾

�

北　

森　
　
　

繁

�

北　

村　
　
　

洋

�

酒　

田　

有　

一

�

山　

岸　

明　

生

�

最　

上　
　
　

泰

�

笠　

井　

和　

夫

�

武　

田　

伸　

一

�

千　

葉　

浩　

行

�

今　

井　

秀　

明

�

渡　

邉　
　
　

修

�

田　

西　

喜　

代

�

大　

嶋　

政　

實

�

林　
　
　

雄
三
郎

�

藤　

林　
　
　

功

�

高　

柳　

力　

雄

�

鏡　
　
　
　
　

貢

�

中　

田　

孔　

幸

�

山　

那　

順　

一

�

山　

口　

信　

夫

�

永　

井　
　
　

允

�

粟　

崎　

邦　

雄

�

塚　

田　

茂　

男

�

朝　

倉　

勝　

美

◇
監　
　
　

事�

大　

原　

良　

治

�

杉　

下　

清　

次

車にも　乗せようマナーと　思いやり

◆
受
賞
者
名
簿

一
、‌�永
年
に
わ
た
り
委
員
会
役
員
と
し
て 

�

組
織
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
功
績

【
理　

事
】

木　

幡　

信　

男　

様 

〔
元
北
海
道
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

副
会
長
〕

山　

口　

健　

二　

様 

〔
前
帯
広
市
交
通
安
全
推
進
委
員
連
絡
協
議
会 

会
長
〕

宮　

下　

雄
一
郎　

様 

〔
元
倶
知
安
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会 

会
長
〕

木　

元　

義　

彦　

様 

〔
元
北
海
道
商
工
会
連
合
会 

専
務
理
事
〕

岡　

本　

亀　

美　

様 

〔
稚
内
市
交
通
安
全
推
進
委
員
会 

副
会
長
〕

田　

西　

喜　

代　

様 

〔
北
海
道
交
通
安
全
母
の
会 

会
長
〕

伊　

藤　
　
　

弘　

様 

〔
元
倶
知
安
町
交
通
安
全
推
進
委
員
会 

会
長
〕

林　
　
　

宏　

之　

様 

〔（
一
社
）北
海
道
建
設
業
協
会 

常
務
理
事
〕

高　

柳　

力　

雄　

様 

〔
岩
見
沢
市
交
通
安
全
推
進
委
員
会 

顧
問
〕

藤　

林　
　
　

功　

様 

〔（
財
）北
海
道
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

副
会
長
〕

【
監　

事
】

大　

原　

良　

治　

様（
学
識
経
験
者
）

二
、‌�交
通
遺
児
育
英
資
金
の
造
成
に 

�

貢
献
さ
れ
た
功
績

・�

全
国
共
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会�

�
北
海
道
本
部
　
様

・�

建
設
産
業
交
通
安
全
推
進�

�
北
海
道
本
部
　
様

・�

小
林
豊
子
き
も
の
学
院�

�

北
海
道
本
部
・
北
海
道
講
師
会
　
様

・
一
般
社
団
法
人
空
知
建
設
業
協
会
　
様

・�

Ａ
Ｎ
Ａ
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ�

�

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
　
様

三
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
長
期
間
達
成
市
町
村

泊
村
　
様�

【
八
、三
五
六
日 

昭
和
五
十
三
年
八
月
十
七
日
〜�

�

平
成
十
三
年
七
月
二
日
】

西
興
部
村
　
様�

【
六
、三
二
〇
日 

平
成
七
年
一
月
三
十
一
日
〜�

�

現
在
進
行
中
】
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北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会

平
成
24
年
度
事
業
計
画（
抜
粋
）

Ⅰ　

事
業
計
画
の
概
要

平
成
24
年
の
交
通
安
全
運
動
は
、
北
海
道
交

通
安
全
総
合
対
策
本
部
が
策
定
し
た
「
平
成
24

年
に
お
け
る
交
通
安
全
運
動
の
推
進
方
針
」
の
、

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事

故
死
～
め
ざ
せ
安
全
で
安
心
な
北
海
道
～
」
の

も
と
に
、
通
年
運
動
の
「
高
齢
者
事
故
防
止
」、

「
自
転
車
走
行
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」、

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用
」、「
ス
ピ
ー
ド
ダ

ウ
ン
」、「
飲
酒
運
転
根
絶
」、「
居
眠
り
運
転
防

止
」
及
び
「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
」
の
７
大
セ
ー

フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。更

に
、
４
期
40
日
の
期
別
運
動
、「
交
通
事
故

死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
等
の
交
通
安
全
の
日
の

運
動
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
た
際
に
発
表

さ
れ
る
「
警
報
発
表
時
の
運
動
」
等
に
つ
い
て
、

道
や
市
町
村
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
・
団

体
と
緊
密
に
連
携
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

効
果
的
な
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅱ　

事
業
計
画

第
１　

自
主
交
通
安
全
推
進
事
業 

�

（
公
益
目
的
事
業
１
）

１　

交
通
安
全
意
識
向
上
事
業

（
１
）交
通
安
全
地
域
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー

（
２
）�交
通
安
全
研
修
会
等
へ
の
講
師
の

派
遣

２　

調
査
・
研
究
事
業

（
１
）交
通
安
全
推
進
員
の
研
修

（
２
）交
通
安
全
推
進
員
の
設
置

３　

広
報
事
業

（
１
）交
通
安
全
総
決
起
大
会
の
開
催

（
２
）新
聞
紙
面
を
活
用
し
た
広
報
活
動

（
３
）ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
広
報
事
業

（
４
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
５
）交
通
安
全
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
啓
発

４　

表
彰
事
業

（
１
）ゼ
ロ
運
動
表
彰

（
２
）指
導
員
・
奉
仕
員
表
彰

（
３
）母
の
会
会
員
表
彰

（
４
）一
般
表
彰

（
５
）業
務
貢
献
表
彰

第
２　

交
通
安
全
活
動
支
援
事
業 

�

（
公
益
目
的
事
業
２
）

１　

交
通
安
全
啓
発
支
援
事
業

（
１
）広
報
啓
発
活
動
支
援
事
業

（
２
）デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
推
進
事
業

（
３
）�自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
事
業
・

交
差
点
の
交
通
事
故
防
止
事
業

（
４
）期
別
運
動

（
５
）交
通
安
全
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

（
６
）交
通
安
全
啓
発
活
動
事
業

（
７
）幼
児
の
事
故
防
止
事
業

２　

交
通
事
故
防
止
支
援
事
業

　

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
事
業

３　

�

交
通
安
全
運
動
の
展
開（
関
係
機
関

等
と
の
連
携
事
業
）

（
１
）シ
ー
ト
ベ
ル
ト
全
席
着
用

（
２
）ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
運
動

（
３
）飲
酒
運
転
根
絶
運
動

（
４
）居
眠
り
運
転
防
止

（
５
）交
通
安
全
の
日
等
の
運
動

（
６
）特
別
対
策

第
３　

交
通
遺
児
育
英
事
業 

�

（
公
益
目
的
事
業
３
）

１　

交
通
遺
児
就
学
助
成
事
業

（
１
）資
金
造
成
事
業

（
２
）奨
学
金
募
集
等
事
業

（
３
）広
報
啓
発
活
動
事
業

（
４
）称
賛
事
業

（
５
）奨
学
金
返
還
未
納
者
調
査

２　

作
文
募
集
事
業

第
４　

交
通
安
全
推
進
団
体
交
付
金
事
業 

�

（
そ
の
他
事
業
）

１　

地
区
活
動
の
充
実

２　

地
区
交
通
安
全
独
自
活
動
へ
の
支
援

３　

母
親
交
通
安
全
活
動
の
強
化

第
５　

管
理
事
業（
法
人
会
計
）

の〜んびり　いこうや　北海道

公
益
社
団
法
人
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
交
通
安
全
運

動
の
推
進
に
ご
活
躍
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止

に
大
き
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
道
の
交
通
安

全
行
政
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

 

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
昨
年
の
本
道
の

交
通
事
故
死
者
数
は
１
９
０
人
と
な
り
、
昭

和
25
年
以
降
で
最
も
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
最

多
で
あ
っ
た
昭
和
46
年
の
８
８
９
人
と
比
べ

ま
す
と
、
約
５
分
の
１
程
度
に
ま
で
減
少
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
皆
様
方
を
は
じ
め
地
域
・
職
域

の
交
通
安
全
に
携
わ
る
関
係
者
の
ご
尽
力
の

賜
で
あ
り
、
重
ね
て
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

 

さ
て
、
本
年
の
交
通
事
故
死
者
の
状
況
で

す
が
、
５
月
末
で
66
人
と
前
年
比
21
人
の
増

加
と
な
っ
て
お
り
、
一
昨
年
の
ワ
ー
ス
ト
ワ

ン
時
と
死
者
数
が
同
数
に
な
る
と
い
う
、
極

め
て
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
死
者
66
人
の
う
ち
、
高
齢
者
が
35
人

と
半
数
以
上
を
占
め
る
と
と
も
に
、
車
両
と

車
両
の
正
面
衝
突
に
よ
る
死
者
が
24
人
を
数

え
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
居
眠
り
に
起
因
す

る
事
故
も
含
ま
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

全
国
的
に
も
、
児
童
の
列
に
車
が
突
っ
込

む
居
眠
り
事
故
や
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た

深
夜
観
光
貸
切
バ
ス
の
居
眠
り
運
転
事
故
等

の
悲
惨
な
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
道
と
い
た
し
ま
し
て
は
「
ス

ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死　

～
め
ざ
せ
安

全
で
安
心
な
北
海
道
～
」
を
年
間
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
昨
年
の
事
故
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
「
高
齢
者
事
故
防
止
」「
自
転
車
走
行
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」「
居
眠
り
運
転
防
止
」

な
ど
の
７
大
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

軸
に
、
市
町
村
を
は
じ
め
関
係
機
関
・
団
体

等
と
連
携
を
密
に
し
て
、
交
通
事
故
の
防
止

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
訪
れ
や
す
い
店
や
事
業

所
を
「
シ
ル
バ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
店
」
と

し
て
登
録
し
、
交
通
安
全
に
関
す
る
声
か
け

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
居
眠
り
防
止
の
「
ハ
ッ
カ
入
り
お
し

ぼ
り
」
や
事
故
が
発
生
し
た
道
路
を
示
し
た

事
故
マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
な
ど
各
種
の
交
通

事
故
防
止
対
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
悲
惨
な
交

通
事
故
の
防
止
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
・
職
域
と
一
体
と
な
っ
た
道
民
総
ぐ
る

み
の
交
通
安
全
運
動
に
積
極
的
に
取
組
む
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

交
通
安
全
運
動
の
中
核
と
し
て
、
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
効
果
的
な
事
業
の
実
施
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
よ
り
一
層
、
交
通
事
故
防
止
に
ご

貢
献
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
の
な
い�

　
　

安
全
で
安
心
な
北
海
道
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
環
境
生
活
部
長
　
伊
藤　

邦
宏

い
と
う
・
く
に
ひ
ろ　

略
歴

○
平
成
10
年
８
月　

北
海
道
庁
入
庁

○
平
成
13
年
４
月　
総
合
企
画
部
地
域
振
興
室
地
域
政
策
課
長
補
佐

○
平
成
14
年
４
月　

農
政
部
農
業
経
済
課
参
事

○
平
成
16
年
４
月　

経
済
部
観
光
振
興
課
長

○
平
成
17
年
４
月　
経
済
部
観
光
の
く
に
づ
く
り
推
進
室
参
事

○
平
成
18
年
４
月　
経
済
部
産
業
立
地
推
進
局
産
業
立
地
課
長

○
平
成
20
年
４
月　

経
済
部
産
業
立
地
推
進
局
次
長

○
平
成
21
年
４
月　

空
知
支
庁
副
支
庁
長

○
平
成
22
年
４
月　

経
済
部
観
光
局
長

○
平
成
23
年
６
月　

人
事
委
員
会
事
務
局
長

○
平
成
24
年
４
月　

環
境
生
活
部
長

ご
挨
拶
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動�

�

「
道
民
の
集
い
」

４
月
５
日
、

道
庁
赤
レ
ン

ガ
前
庭
で
春

の
全
国
交
通

安
全
運
動

「
道
民
の
集

い
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い

は
、
本
年
最

初
の
交
通
安

全
運
動
期
間
に
先
駆
け
、
多
く
の
道
民
の
民
さ

ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
、
実
践
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
・
来
賓
挨
拶
の
後
、
元
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
金
村
暁
さ
ん
か
ら

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
野
球
少
年
団
の
八
軒
東
和
グ
ッ
ピ
ー

ズ
の
代
表
８
人
が
元
気
に
交
通
安
全
宣
言
し
、

高
橋
は
る
み
知
事
か
ら
夜
光
反
射
材
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
デ
イ
・
ラ
イ
ト
実
践
出
発
式
に
あ
た

り
、
松
岡
満
運
輸
（
株
）
の
村
上
均
さ
ん
か
ら

出
発
宣
言
を
し
た
後
、
一
斉
に
デ
イ
・
ラ
イ
ト

を
実
践
し
た
車
両
が
道
庁
北
門
か
ら
出
発
し
、

デ
イ
・
ラ
イ
ト
運
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日�
�

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４
月
９
日
、
札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
前
交
差
点
で
、

参
加
者
約
70
名
と
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指

す
日
」
の
道
民

へ
の
周
知
を
図

る
た
め
の
前
日

行
事
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
宣

言
や
通
行
す
る

歩
行
者
や
自
転

車
利
用
者
を
対

象
に
「
死
亡
ゼ

ロ
」
に
ち
な
ん

だ
「
脂
肪
分
ゼ

ロ
」
の
啓
発
物
を
配
布
し
て
「
ゼ
ロ
の
日
」
の

周
知
と
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
と
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
向
上
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
自
転
車
事
故
を
含
め
た
交

通
事
故
に
よ
る
犠
牲
者
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
し
ま
し
た

サ
イ
ク
ル・セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

４
月
10
日
、

道
庁
東
門
周
辺

で
、「
春
の
全

国
交
通
安
全
運

動
」
の
期
間
に

あ
わ
せ
、
自
転

車
利
用
者
の
交

通
事
故
、
迷
惑

行
為
の
防
止
の

ほ
か
、
交
通

ル
ー
ル
の
周
知

と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、
参
加
者
約
30

名
で
、
各
交
差
点
に
分
か
れ
、
通
勤
・
通
学
時

間
帯
に
合
わ
せ
て
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル・セ
ー
フ
テ
ィ�

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
出
発
式
）

４
月
20
日
、
大

通
公
園
で
、
毎
月

第
１
及
び
第
３
金

曜
日
に
実
施
す
る
、

本
年
度
最
初
の

「
自
転
車
安
全

日
」
の
啓
発
行
事

と
し
て
「
自
転
車

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
」

街
頭
啓
発
・
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
関
係
団
体
の
ほ
か
、
ツ
ー
ル
・
ド
・

北
海
道
協
会
、
北
海
道
大
学
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク

ラ
ブ
に
協
力
い
た
だ
き
、
自
転
車
利
用
者
に
対

す
る
運
転
マ
ナ
ー
等
の
安
全
指
導
や
自
転
車
リ

フ
レ
ク
タ
ー
の
配
布
、
自
転
車
の
安
全
点
検
を

実
施
し
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

イ
オ
ン
の
自
転
車
マ
ナ
ー�

�

ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

３
月
24
日
、
イ
オ
ン
札
幌
桑
園
店
で
、「
イ
オ

ン
の
自
転
車
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

交
通
関
係
機
関
・

団
体
と
イ
オ
ン
北

海
道
（
株
）
が
連

携
し
て
、
イ
オ
ン

北
海
道
各
店
舗
を

活
用
し
自
転
車
教

室
や
交
通
安
全
啓

発
活
動
を
実
施
す

る
事
業
で
す
。

３
月
24
日
の
札

幌
桑
園
店
か
ら
始

ま
り
、
７
月
29
日

の
札
幌
発
寒
店
ま

で
全
道
18
ヶ
所
で
、

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
・
反
射
材
効
果
体
験
テ

ン
ト
・
交
通
安
全
の
映
像
放
映
・
子
供
免
許
証

の
交
付
・
交
通
安
全
資
材
の
配
布
等
を
実
施
し

ま
す
。

江
差
町
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
３
、０
０
０
日

５
月
12
日
に
江

差
町
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
、
平
成

16
年
２
月
か
ら
、

永
き
に
わ
た
り
継

続
さ
れ
ま
し
た

「
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
の
日
」
が
５
月

６
日
で
３
、０
０
０

日
を
達
成
し
た
事
を
祝
し
て
、記
念
行
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
当
委
員
会
南
山
英
雄
会
長
か
ら

３
、０
０
０
日
達
成
の
感
謝
状
が
、
江
差
町
の

濱
谷
一
治
町
長
に
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
江
差
追
分

や
江
差
餅
つ
き
囃
子
の
披
露
・
音
楽
隊
の
演
奏

会
が
あ
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
記
念
行
事
に
先
立
ち
、
道
警
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
、
音
楽
隊
と
共
に
、
い
に
し
え

街
道
を
約
20
分
か
け
て
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

広
く
町
民
に
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

自転車も　安全速度と　気配りを
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京
極
町
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
３
、０
０
０
日

４
月
９
日
、
京
極

町
役
場
で
、
平
成
16

年
１
月
22
日
か
ら
永

き
に
わ
た
り
継
続
さ

れ
ま
し
た
「
交
通
事

故
死
ゼ
ロ
の
日
」
が

４
月
８
日
で
３
、

０
０
０
日
を
達
成
し

た
事
を
祝
し
て
、
当
委
員
会
南
山
英
雄
会
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

同
町
は
過
去
に
３
回
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の

日
」
を
１
、０
０
０
日
以
上
継
続
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
。

現
在
は
最
長
記
録
を
継
続
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
も
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
」
を
続
け
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
北
海
道
交
通
安
全�

�

母
の
会
通
常
総
会

５
月
16
日
、
札
幌
市
の
第
二
道
通
ビ
ル
で
、

地域交通安全実践活動ニュース
交通事故死ゼロを目指して

根室地区交通安全推進協議会
春の全国交通安全運動期間中の活動と

して、「交通事故死ゼロを目指す日」であ
る４月10日、根室市交通安全推進協議会
主催の「春の全国交通安全出動式及び交
通安全自動車パレード」に参加しました。

当日は、根室地区交通安全推進協議会
のほか、行政機関、関係団体のほか自動
車学校関係者など約90人と車両50台が参
加し、主催者並びに来賓がそれぞれ、交
通事故発生状況を踏まえながら、より一
層交通安全運動への取り組みを進めてい
くことを参加者にお願いした後、参加者
代表が「交通弱者の立場に立った安全運
転に努めます」などの安全運転の誓いを
立て、パトカーを先頭に２組に分かれて、
市内中心街を通過するパレードを行い、
通行車両や歩行者に「子どもと高齢者の
交通事故防止」や「全ての座席でのシー
トベルト・チャイルドシートの正しい着
用」などを呼びかけました。

根室市交通安全推進協議会では、４期
40日の交通安全運動期間のほか、根室振
興局管内独自の地域・職域運動期間の２
期20日についても関係機関との連携をと
りながら街頭啓発や交通安全教室等の活
動を行い、一人ひとりの交通安全意識の
高揚を図っています。

ヘッドホン　危険の合図　聞き逃す

【寄付金】
■寄付（５口）� 敬称略

住　所 寄　付　者　名 金額（円）

3月 札 幌 市 植村泰也 1,000 
石 狩 市 中村照男 8,500 

4月 札 幌 市 植村泰也 1,000 

5月 札 幌 市 植村泰也 1,000 
旭 川 市 一般社団法人旭川地方自動車整備振興会 600,000 

■募金（１口）� 敬称略
住　所 団　　体　　名 金額（円）

5月 岩見沢市 一般社団法人空知建設業協会 262,000 

交通遺児に愛の手を! ご協力ありがとうございました。

【一般募金】
■箱募金（30口）� 敬称略

団　　体　　名 金額（円）

2月

根室地区交通安全推進協議会 1,200 
厚岸地区交通安全協会 1,084 
石狩地区交通安全推進協議会 2,790 
栗山地区交通安全協会 9,418 
函館方面交通安全協会 2,000 
滝上町交通安全推進委員会 6,329 
北海道銀行麻生支店 2,926 
新得地区交通安全協会 1,710 
苫小牧地区交通安全協会 6,210 
別海町交通安全協会 2,472 
稚内地区交通安全協会 1,364 
厚沢部町 1,392 
斜里町交通安全推進委員会 1,666 
上川地区交通安全推進協議会 1,550 
美幌地区交通安全協会 2,436 
釧路市 2,762 
鷹栖町交通安全運動推進協議会 14,026 
倶知安地方交通安全協会連合会 2,207 

団　　体　　名 金額（円）

2月

伊達市交通安全推進委員会 2,175 
稚内市交通安全推進委員会 4,831 
札幌中央信用組合西岡支店 3,282 
札幌中央信用組合山鼻支店 1,698 
札幌中央信用組合東北通支店 2,575 
札幌信用金庫琴似支店 2,070 
伊達地区交通安全協会 2,900 
新篠津村農業協同組合 3,448 

3月 苫小牧道税事務所 1,911 
旭川方面交通安全協会 2,949 

4月 株式会社ユー・エス・エス 58,111 
5月 株式会社光映デイライトゴルフプラザ 3,086 

■羽根募金（３口）� 敬称略
団　　体　　名 金額（円）

2月
ニセコ町交通安全推進委員会 81,570 
滝川市交通安全母の会連絡協議会 42,310 
古平町交通安全推進委員会 6,425 

５月９日
空知建設業協会

５月17日
旭川地方自動車
整備振興会

北
海
道
交
通
安
全

母
の
会
通
常
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、

永
年
に
わ
た
り
交

通
安
全
運
動
の
推

進
に
功
績
の
あ
っ

た
交
通
安
全
母
の

会
会
員
14
名
に
田

西
喜
代
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

開
会
後
、
会
長
挨
拶
、
道
環
境
生
活
部
く
ら
し

安
全
局
道
民
生
活
課
安
田
利
明
主
幹
、道
警
本
部

交
通
部
守
谷
明
浩
管
理
官
、
道
推
進
委
員
会
中

村
照
男
専
務
理
事
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
で
は
事
業
計
画
・
予
算
・
役
員
改
選
等

７
議
案
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
交
通
安
全
指
導
員�

�

連
絡
協
議
会
通
常
総
会

５
月
26
日
、
根
室
市
総
合
文
化
会
館
で
、
北

海
道
交
通
安
全
指

導
員
連
絡
協
議
会

通
常
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

渡
邉
修
会
長
挨

拶
の
後
、
事
業
報

告
や
収
入
支
出
予

算
等
、
３
報
告
３

議
案
が
原
案
通
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
15
年
以
上

の
活
動
歴
の
あ
る
指
導
員
を
対
象
に
、
総
会
開

会
前
の
表
彰
式
に
お
い
て
渡
邉
修
会
長
か
ら

「
表
彰
状
」
を
授
与
し
ま
し
た
。
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北
広
島
市
は
、
北
海
道
の
空
の
玄
関
で

あ
る
新
千
歳
空
港
と
札
幌
市
と
の
間
に
広

が
る
な
だ
ら
か
な
丘
陵
地
帯
に
位
置
し
、

豊
か
に
息
づ
く
緑
の
環
境
と
、
ゆ
と
り
の

あ
る
土
地
空
間
、
整
備
さ
れ
た
交
通
網
な

ど
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
が
調
和
し
た

街
で
す
。

明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
に
広
島
県

人
二
五
戸
一
〇
三
人
が
集
団
移
住
し
、
開

拓
の
鍬
が
お
ろ
さ
れ
て
か
ら
お
よ
そ

一
二
〇
年
。
道
央
圏
の
な
か
で
住
宅
開
発

や
都
市
施
設
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
、

平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
九
月
に
市
制
が

施
行
さ
れ
た
街
で
、
ク
ラ
ー
ク
博
士
が

「
ボ
ー
イ
ズ
・
ビ
ー
・
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
」
の

名
言
を
残
し
た
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
ま

す
。四

期
四
〇
日
の
交
通
安
全
運
動

北
広
島
市
は
国
道
三
六
号
、
二
七
四
号
、

道
央
自
動
車
道
及
び
主
要
道
道
が
縦
横
に

走
っ
て
お
り
、
交
通
量
も
多
く
事
故
の
危

険
性
が
高
い
道
路
環
境
に
あ
り
、
国
道
、

道
道
に
お
け
る
事
故
の
半
数
以
上
が
通
過

型
事
故
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
素
か
ら
各
種
啓
発
活
動

を
恒
例
的
に
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全
協

会
・
協
議
会
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ

て
旗
の
波
運
動
や
パ
ト
ラ
イ
ト
作
戦
等
を

実
施
し
、
歩
行
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通

安
全
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

幅
広
い
対
象
者
へ
の�

�

交
通
安
全
教
室

当
市
の
交
通
安
全
教
育
は
、
自
他
の
生

命
尊
重
の
精
神
を
培
い
、
自
己
の
安
全
の

み
な
ら
ず
他
の
人
々
や
地
域
社
会
全
体
の

安
全
に
貢
献
で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
て

「
お
も
い
や
り
の
精
神
」
を
理
念
と
し
て
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
や

地
域
の
実
情

に
応
じ
た
安

全
教
育
を
実

施
し
て
お
り
、

年
間
で
８
千

人
余
り
の
市

民
が
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

サ
マ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ�

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

毎
年
夏
休
み
期
間
中
に
市
内
の
各
小
学

校
の
協
力
を
得
て
、
市
内
大
型
店
舗
（
六

箇
所
）
前
に
お
い
て
、
児
童
と
地
区
交
通

安
全
指
導
員
が
買
い
物
に
訪
れ
た
方
々
に

交
通
安
全
を
呼
び
か
け
交
通
安
全
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
配
布
す
る
な
ど
の
啓
発
活
動

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
安
全
思
想
を
市
民
全
体
に
浸
透
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
夏
の
交
通
安
全

運
動
週
間
内
に
開
催
し
、
一
般
市
民
は
勿

論
、
関
係
機
関
・
団
体
・
企
業
等
幅
広
く

約
四
百
人
の
方
が
参
加
。
セ
レ
モ
ニ
ー
終

了
後
に
は
駅
東
口
道
道
江
別
恵
庭
線
に
お

い
て
旗
の
波
街
頭
啓
発
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

「
セ
ー
フ
テ
ィ�

�

き
た
ひ
ろ
し
ま
」の
発
行

一
年
間

の
市
内
の

交
通
事
故

発
生
状
況

を
知
っ
て

も
ら
う
た

め
、
事
故

発
生
形
態

や
原
因
な

ど
を
統
計

的
に
細
か

く
分
析
整
理
し
、
冊
子
版
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
を
市
内
各
学
校
や
交
通
安
全
関
係

団
体
・
企
業
等
に
配
布
す
る
ほ
か
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
全
戸
に
配
布
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
は
地
道
な
活
動
で
は
あ

り
ま
す
が
、
北
広
島
市
民
が
悲
惨
な
交
通

事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
に
な
ら
な
い
よ

う
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
行
政
は
勿

論
の
こ
と
北
広
島
市
交
通
安
全
運
動
推
進

委
員
会
及
び
各
交
通
安
全
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
地
域
住
民
と
一
体
と

な
っ
て
安
全
・
安
心
な
ま
ち
北
広
島
市
を

目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

ストップ・ザ・交通事故死　〜めざせ　安全で安心な北海道〜

北
広
島
市

（
石
狩
振
興
局
）

①

市
民
一
丸
と
な
っ
て�

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
！
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交
通
事
故
を�

�

起
こ
さ
な
い
よ
う
に

最
近
は
高
齢
者
が
交
通
事
故
に
よ
る
被

害
者
と
と
も
に
加
害
者
に
な
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。
歩
行
中
や
四
輪
車
を
運

転
中
の
交
通
死
亡
事
故
な
ど
原
因
は
そ
れ

ぞ
れ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
つ
い
…
「
近

道
を
」
と
か
「
面
倒
臭
い
」、
自
分
は
大
丈

夫
と
思
う
と
こ
ろ
に
隙
が
出
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か
。

私
は
運
転
す
る
こ
と
は
好
き
で
す
が
運

転
に
自
信
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
い
つ
も

緊
張
感
を
持
ち
な
が
ら
運
転
を
し
て
ま
す
。

こ
れ
ま
で
い
ろ
ん
な
条
件
下
の
運
転
経
験

で
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が

結
果
と
し
て
、
周
り
に
気
を
つ
け
慎
重
に

運
転
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま

す
。こ

の
時
期
は
、
天
気
の
良
い
日
に
ド
ラ

イ
ブ
等
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
久
し
ぶ
り

に
走
る
沿
道
の
新
緑
や
遠
く
に
見
え
る
残

雪
の
景
色
を
眺
め
る
と
爽
快
な
気
分
に
な

れ
ま
す
。
し
か
し
、
交
通
安
全
第
一
を

モ
ッ
ト
ー
に
無
理
の
な
い
行
程
で
走
っ
て

い
ま
す
。
今
ま
で
は
、
幸
運
な
こ
と
に
旅

行
中
を
始
め
日
常
の
運
転
で
も
、
自
分
や

同
乗
者
、
他
の
人
に
怪
我
を
さ
せ
る
事
故

を
起
こ
す
こ
と
な
く
来
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
体
力
や
運
転
技
術

の
未
熟
さ
と
年
齢
を
自
覚
し
て
、
今
ま
で

以
上
に
事
故
は
起
こ
さ
な
い
、
そ
し
て
周

り
の
人
に
ヒ
ャ
ッ
と
さ
せ
な
い
た
め
に
、

思
い
や
り
と
気
配
り
で
安
全
運
転
に
徹
し

て
い
き
ま
す
。

あぶないよ　けいたいでんわと　にらめっこ
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交通安全推進員の声

釧路地区

藤田　眞輝

新
任 

交
通
安
全
推
進
員
の
ご
紹
介

日
高
地
区
　

�

佐
　
藤
　
正
　
規

こ
の
３
月
を
も
っ
て
、
日
高
管
内
９
校
の
小

中
学
校
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
38
年
間
の

教
職
生
活
を
終
え
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

学
校
教
育
で
は
、
登
校
時
に
お
け
る
街
頭
指

導
や
「
交
通
安
全
教
室
」
で
の
自
転
車
の
乗
車

指
導
、
地
域
と
連
携
し
た
「
テ
ン
ト
作
戦
」
へ

の
協
力
等
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

丘
と
海
の
「
ま
き
ば
」
浦
河
町
で
生
活
し
ま

す
が
、
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら

「
安
全
安
心
な
日
高
」
を
め
ざ
し
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
頑
張
り
ま
す
。

檜
山
地
区
　

�

安
　
岡
　
育
　
男

車
社
会
の
中
で
過
ご
し
て
き
て
、
こ
の
仕
事

を
担
当
し
、
交
通
安
全
に
は
十
分
関
心
を
持
っ

て
き
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
新
聞
か
ら
の
報
道

と
は
違
う
厳
し
い
現
実
を
日
々
感
じ
て
お
り
ま

す
。檜

山
管
内
で
は
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
各
町

と
も
伸
長
し
て
お
り
ま
す
が
、
例
外
な
く
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
が
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
機
関
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
高
齢
者
の
方
々
と
共
に
安
全

意
識
の
高
揚
に
努
め
、
交
通
事
故
が
少
し
で
も

減
ら
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

根
室
地
区
　

�

箭
　
浪
　
春
　
一

本
年
４
月
か
ら
、
根
室
地
区
交
通
安
全
推
進

員
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
の
前
は
、
根
室
市
の
交
通
安
全
指

導
員
と
し
て
毎
朝
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
登
校

で
き
る
よ
う
に
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
目
に
付
い
た
の
は
、
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
車
、
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
高
齢
者
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
こ
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
子
ど

も
も
大
人
も
安
全
で
安
心
な
根
室
地
区
を
目
指

し
、
７
台
セ
ー
フ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
、

車
両
や
歩
行
者
、
自
転
車
な
ど
交
通
安
全
の
意

識
を
高
め
、
悲
惨
な
事
故
の
な
い
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
し
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
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醒めたはず　その思い込みに　魔が潜む
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

４月23日、 
京極小学校
で交通安全
青空教室が
行われまし
た。この日
の天候は快
晴、文字ど

おりの「青空」教室となりました。小学校３
年生から６年生の児童達は、体育館で自転車
の正しい乗り方を学んだ後、交通安全指導員
や教員が見守る中で、市街地の交差点を実際
に走行し、「横断歩道では自転車を降りて渡
る」、「左右を良く見て安全運転をする」など、
交通安全のルールを学びました。

後志地区..................................... 京極町

江差町では、平成16年２月からの交通事故死
ゼロが去る５月６日で3000日を達成しました。

この達成を祝うパレードと記念式典が、５
月12日に町内いにしえ街道などで行われ、パ
レードにはスポーツ少年団員や町民に道警音
楽隊と同カラーガード隊も加わり、沿道の拍
手の中、継続の決意も新たに行進されました。

檜山地区..................................... 江差町

春の全国交通安全運動期間に合わせて、ヤ
マト運輸株式会社の協力を得て、新冠町認定
こども園「ド・レ・ミ」で交通安全教室を開
催しました。

子ども達は、運転席から見た視覚体験や人
形を使った飛び出し実験などを行い交通安全
について勉強をしました。

日髙地区..................................... 新冠町

天塩町では、児童の自転車技術向上と交通
安全への意識づけのため、４月25日天塩小学
校において、青空教室が実施されました。

当日は警察署、交通安全推進協議会などの
協力のもと、交通安全講話や路上での実技指
導が行われ、児童たちは基本的な交通ルール
や交差点での左右確認について学びました。

留萌地区..................................... 天塩町

４月
3000日

▲

京極町	

2000日

▲ �

留寿都村、今金町

1000日

▲

更別村	

  700日

▲

滝川市	

  500日

▲ �

夕張市、長万部町、	
浜頓別町、滝上町

  300日

▲

石狩市

５月
3500日

▲

置戸町	

3000日

▲

江差町	

1500日

▲

岩内町、鹿追町

1000日

▲

洞爺湖町、利尻町

  700日

▲

浦幌町	

  500日

▲

遠軽町	

  300日

▲

登別市	

６月
4000日

▲

奥尻町	

2500日

▲

利尻富士町

1000日

▲

奈井江町	

  700日

▲ �

美深町、礼文町、
清水町	

  500日

▲ �

美唄市、芦別市、
歌志内市、由仁町、
幕別町

  200日
▲

帯広市


